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４．議題 

【公開部】 

１．研究開発計画の改定等について  

２．国際連携の強化  

３. 自動運転に関する動向報告  

４．2022 年度以降の研究開発の推進と社会実装  

 (1) 新たなサイバー攻撃手法と対策技術  

 (2) 仮想空間での自動走行評価環境整備手法の開発 

【非公開部】            

 (3) 仮想空間（DIVP）の事業化について          

  (4) SIP2 期終了後に向けた検討状況                  

  (5)海外研究機関との共同研究の推進に向けた連携体制の構築 

５．SIP 自動運転の今後の予定 

全体スケジュール・成果発信 

 

５．配布資料 

推委 18-１ 研究開発計画の改定等について 【公開資料】 

推委 18-２ SIP-adus Workshop 2022 の検討状況について 【公開資料】 

推委 18-３ 道路交通法改正について 【公開資料】 



 

 

推委 18-４-１  新たなサイバー攻撃手法と対策技術 【公開資料】 

推委 18-４-２ 仮想空間での自動走行評価環境整備手法の開発 【公開資料】 

推委 18-４-３ 仮想空間（DIVP）の事業化について 【非公開資料】 

推委 18-４-４ SIP2 期終了後に向けた検討状況 【非公開資料】 

推委 18-４-５ 海外研究機関との共同研究の推進に向けた連携体制の構築   【非公開資料】 

推委 18-５ 全体スケジュール 【非公開資料】 

   

参考資料１ SIP 自動運転 2022 年度施策 施策一覧 【公開資料】 

参考資料２ 推進委員会等名簿 【公開資料】 

参考資料３ 開催スケジュール 【非公開資料】 

別添  令和４年度 SIP 自動運転研究開発計画 【非公開資料】 

 

 

６.議事概要 

【公開部】 

１． 研究開発計画の改定等について 

 推委 18-１に基づき、内閣府から、研究開発計画の骨子と今年度の到達目標が示され、重点テーマ

を中心に、実用化を加速する取組に対して研究開発予算を重点配分すること等の説明がなされた。 

 

２． 国際連携の強化 

 推委 18-2 に基づき、SIP-adus Workshop2022 の開催方針が示され、開催日程とセッションテーマ、

開催会場の説明がなされた。 

 

３. 自動運転に関する動向報告 

 推委 18-3 に基づき、警察庁から、特定自動運行に係る許可制度の創設について許可基準や遵守事

項、行政処分等の説明がなされた。 

 

４．2022 年度以降の研究開発の推進と社会実装 

 (1) 新たなサイバー攻撃手法と対策技術 

 推委 18-4-1 に基づき、新たなサイバー攻撃手法と対策技術について全体スケジュールと 2021 年

度の活動と成果の概要が示され、今年度は社会実装に向けた取組として成果移管の活動を行うこ

との説明がなされた。 

 (2) 仮想空間での自動走行評価環境整備手法の開発 

 推委 18-4-2 に基づき、様々な交通環境下で再現性の高い安全性評価を行うため、リアル環境にお

ける実験評価と代替え可能な実現象と一致性の高いシミュレーションモデルを開発し、検証した

ことが示され、研究成果物は自動運転の安全性評価と国際標準化に貢献していくと説明がなされ

た。 



 

 

【非公開部】 

(3) 仮想空間（DIVP）の事業化について 

 推委 18-4-3 に基づき、DIVP の事業化に向けた活動が示され、2018 年度から開始した基礎研究の

研究成果等に基づいて DIVP の事業化に取り組み、自動運転の社会実装に貢献して行く事が示され

た。 

  (4) SIP2 期終了後に向けた検討状況 

 推委 18-4-4 に基づき、内閣府から、SIP 自動運転の活動資産を SIP 第 2 期終了後も活かすべく、

RoAD to the L4 への引継ぎを図ることの説明がなされ、SIP 資産の取扱については知財委員会に

て移管、譲渡、継承、破棄等を審議して決定していくことの説明がなされた。 

  (5) 海外研究機関との共同研究の推進に向けた連携体制の構築 

 推委 18-4-5 に基づき、SIP 自動運転における国際連携・学学連携事業設定の経緯と 2018 年度に

設立されたモビリティ・イノベーション連絡会議の概要が示され、SIP 第 2 期終了後は、学学連携

体制の継続等を目標とした組織を発足させ、SIP 自動運転事業を継承・発展させることの提案がな

された。 

 

５．SIP 自動運転の今後の予定 

 推委 18-5 に基づき、内閣府から、課題評価日程(案)と社会的受容性の醸成に関するイベント計画

が示され、最終成果報告書の発行についてスケジュールの変更点と執筆の追加内容の説明がなさ

れた。 


